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第1章 総則 

        変更なきにつき省略 

 

第2章 工事内容 

１．目的 

        変更なきにつき省略 

２．工事場所 

        変更なきにつき省略 

３．工事概要 

本工事の概要は、以下のとおりである。 

（１）笹川揚水機場 

        変更なきにつき省略 

（２）新宿揚水機場 

        変更なきにつき省略 

（３）新川用排水機場 

  ○建屋一般工事 

１）建屋の概要：鉄筋コンクリート 地上３階建 １棟 

           建築面積 1,080.84 ㎡ 

   ２）工事内容 

                                       （ 〃 ） 

ひび割れ補修               １式 

                                        (2,291) 

外壁塗装改修(石綿含有下地材撤去含む)  A=2,416 ㎡ 

                                       （ 〃 ） 

      建具改修（鋼製扉をシャッターに更新）   1 箇所 

４．工事数量 

  別紙「工事数量表」のとおりである。  

  なお、工事数量表備考欄に「概」と表示した数量については「概算数量発注方式」であるため、

施工実績に基づき設計変更で処理するものとする。 

 

第3章 施工条件 

        変更なきにつき省略 

 

第4章 現場条件 

１．関連工事 

        変更なきにつき省略 

２．第三者に対する措置 

        変更なきにつき省略 

３．交通安全対策及び保安対策 

（１）本工事で配置する交通誘導警備員は、原則として警備業法に定める警備員（指導教育責任者

講習修了、指定講習または基本教育及び業務別教育を受けた者）であって、交通誘導の専門的

な知識・技能を有する者とする。 

（２）交通誘導警備員の配置は、下表の示す位置に工事期間中、延べ 83 人を計上しているが、条

件変更等に伴い員数に増減が生じた場合は監督職員と協議するものとする。 



（３）機場敷地内は、第三者の通行路として使用されているため、工事場所付近を通行する人、自

転車及び自動車等に細心の注意を図り、事故等が発生しないよう交通安全対策を徹底するもの

とする。 

 

 

 

 

４．関係機関との調整 

        変更なきにつき省略 

 

第5章 石綿撤去 

        変更なきにつき省略 

 

第6章 指定仮設 

１．現場搬入路 

        変更なきにつき省略 

２．水替工 

笹川揚水機場の吸水槽内における排水は、下記のとおり想定している。 

（１）締切後の内水を排除する一次排水    想定  2,810ｍ3 

（２）締切工からの浸入水を排除する常時排水 想定  Qmax＝4m3/min以上 

なお、吸水槽内のアンダードレーンからの出水及び異常出水による水替工は計画していないため、

異常出水等が発生した場合には監督職員と協議するものとする。 

３．仮締切工 

図面に示す仮締切工は、鋼矢板Ⅱ型及び耐候性大型土のうによる締切を予定しており、３月９日

までに撤去を完了させなければならない。 

 なお、吸水槽が周辺地下水によっては浮上する可能性があるため、周辺地下水及び河川水位を監

視し、大型土のうを分散配置させるものとする。 

４．建設発生土受入地 

（１）建設発生土は、図面に示す笹川揚水機場の敷地内に大型土のう等281㎥を仮置きすることを

想定している。 

（２）仮置き方法は、耐候性大型土のうの状態で含水比を低下させるために自然乾燥を行うものと

する。 

（３）建設発生土受入地は、千葉県銚子市新町地内とする。 

（４）建設発生土受入地の処分方法は、放土の後敷均しとする。 

 

第7章 工事用用地等 

        変更なきにつき省略 

 

第8章 工事用電力 

        変更なきにつき省略 

 

第9章 工事用材料 

１．規格及び品質 

本工事で使用する主要材料の規格及び品質は、本特別仕様書及び図面に記載の特記仕様書による

ほか下記のとおりであり、使用前にカタログ、試験成績書等を監督職員に提出しなければならない。 

配置場所 交通誘導警備員 編成 昼夜別 
交代要員の

有無 
笹川揚水機場及び新川

用排水機場 
場内出入口付近 

１名／箇所／日 １名 昼間 無 



なお、JIS規格品については、改正工業標準化法(平成16年6月9日公布)に基づき国に登録された

民間の第三者機関(登録認証機関)により認証を受けた工場(JISマーク表示認定工場)の製品とする。 

（１）鉄筋コンクリート用棒鋼 JIS G 3112  SD295A 

（２）コンクリート  

   コンクリートは、レディーミクストコンクリートとし、種類は次のとおりとする。 

種類 
呼び強度 
(N/mm2) 

スランプ 
(cm) 

粗骨材の
最大寸法

(mm) 

水セメン
ト比

W/C(%) 

セメント
の種類に
よる記号 

使用目的 

鉄筋コン
クリート 

21 12 25(20) 60 以下 BB 
（土木）耐
震補強 

無筋コン
クリート 

18 8 25（20） 65 以下 BB 
（土木） 
法面保護 

無筋コン
クリート 

18 8 25（20） 65 以下 N 
（建築） 
ﾀﾗｯﾌﾟ基礎 

鉄筋コン
クリート 

24 12 25（20） 60 以下 N 
（建築） 
耐震補強 

※粗骨材の最大寸法25mmについて、地域的に骨材の入手が困難な場合20mmの使用を可能とす

る。 

（３）接着系あと施工アンカー 

    圧縮強さ 98N/mm2以上 

引張強さ 19.6N/mm2以上 

曲げ強さ 29.4N/mm2以上 

（４）再生加熱アスファルト混合物 

      再生密粒度アスコン（１３）  ２．３５０ton／㎥ 

 

２．見本又は資料提出 

主要材料及び次に示す工事材料は、使用前に試験成績書、見本、カタログ等を監督職員に提出し

て承諾を得なければならない。 

なお、これ以外の材料についても監督職員が提出を指示する場合がある。 

材料名 提出物 

コンクリート 配合報告書、試験成績書 

鉄筋コンクリート用棒鋼 ミルシート 

接着系あと施工アンカー カタログ 

山砂 粒度分布表、試験成績表 

耐候性大型土のう カタログ 

ひび割れ補修材 カタログ、試験成績書等 

塗装材 カタログ、試験成績書等 

内装材 カタログ、試験成績書等 

断面修復材 カタログ、試験成績書等 

吹付材 カタログ、試験成績書等 

アスファルト混合物 試験成績書、配合報告書 

上記他建築使用資材等 カタログ・試験成績書等 

 

３．監督職員の検査又は試験 

        変更なきにつき省略 

 



第10章 施工 

１．一般事項 

        変更なきにつき省略 

２．中間技術検査 

        変更削除 

３．再資源等の利用 

        変更なきにつき省略 

４．建設資材廃棄物等の搬出 

本工事の施工に伴い発生する建設資材廃棄物等を本現場内で利用することが困難な場合は、次に

示す処理施設へ搬出するものとするが、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。 

建設資材 
廃 棄 物 

処 理 
施設名 

住  所 
受け入れ 
時  間 

事業区分 

プラスチッ
ク廃材 

(株)共同土木 
千葉中間処理工場 

千葉県若葉区野
呂町 1662-1 

8:00～17:00 
再資源化
施設業者 

アスファル
ト塊 

片野建設(株)佐原エ
コロジーセンター 

千葉県香取市与
倉 309 

7:30～17：30 
再資源化
施設業者 

コンクリー
ト塊（無筋） 

阿部建設(株)干潟リ
サイクル工場 

千葉県旭市清和
乙 662 

7:30～17：00 
再資源化
施設業者 

５．特別管理産業廃棄物処理工 

        変更なきにつき省略 

６．特定建設資材の分別解体等 

        変更なきにつき省略 

７．補修工（土木） 

        変更なきにつき省略 

８．補修工（建築） 

        変更なきにつき省略 

９．仮設工 

    笹川揚水機場吸水槽内を施工する際には、吸水槽内に昇降設備の足場工を設けるものとす

る。 

10．アスファルト舗装工 

    路盤材は再生砕石（RC-40）とし、施工条件に合った機種により締固め度が90％以上となるよう十

分締固めなければならない。 

    表層工の施工に当たっては、プライムコート（アスファルト乳剤 PK-3）150ℓ/m2以上を路盤面に

均一に散布し表層との密着をはからなければならない。 

    また、表層工は、施工条件に合った機種により、再生加熱アスファルト混合物を敷均し、施工条件

に合った機種で締固めをしなければならない。 

 

第11章 施工管理 

１．主任技術者等の資格 

        変更なきにつき省略 

２．施工管理 

土木工事の品質及び施工管理については、農林水産省農村振興局制定「土木施工管理基準」によ

るものとする。 

建築工事の品質及び施工管理については、公共建築協会著「建築工事施工管理要領」によるもの

とする。 

また、施工管理基準に定めのない追加項目とその管理基準等は、次によらなければならない。 

（１）出来形管理 



 直接測定による出来形管理は以下のとおりである。 

 

（２）撮影による出来形管理は以下のとおりとする。   

 

 

 

 

 

 

 

（３） 品質管理 

品質管理項目は以下のとおりとする。ただし、工法により、下表により難い場合は、事前に監

督職員と協議するものとする。 

 

工種 
試験(測

定)項目 
試験方法 試験(測定)基準 規格値(参考) 

補修工 ア ン カ
ー 引 抜
き強度 

社団法人日本建築あと施
工アンカー協会技術部会
「あと施工アンカー試験
方法」 

全施工本数の 0.5%
又は 3 本のうち、い
ずれか多い本数以
上 

設計引抜強度
以上の引張加
力で抜け出し
等の変形がな
いこと 

 

３．工事写真における黒板情報の電子化 

        変更なきにつき省略 

４．情報共有システムについて 

        変更なきにつき省略 

 

第12章 条件変更の補足説明 

        変更なきにつき省略 

 

第13章 設計変更等の業務 

        変更なきにつき省略 

 

第14章 その他 

        変更なきにつき省略 

 

工 種 項 目 管理基準値 
規格値 
(参考) 

測 定 基 準 

アンカー打設工 アンカー打設数 設計本数以上 同左 全数の補修箇所 

ひび割れ補修工 幅、長さ  -0mm 全箇所測定する 

断面修復工 
縦横寸法、深
さ、かぶり 

かぶり：20mm 以上 -0mm 全箇所測定する 

耐震補強工 
縦横寸法、深
さ、かぶり 

かぶり：20mm 以上 -0mm 全箇所測定する 

工  種 撮 影 基 準 撮 影 箇 所 

補修工 

アンカー設置 

品質管理位置で撮影する。 アンカー引抜強度試験の測定値、単

位当たりの打設本数を撮影する。 

ひび割れ補修工 全箇所撮影する 幅、長さ、各施工状況 

断面修復工 全箇所撮影する 縦横寸法、深さ、各施工状況 

耐震補強工 全箇所撮影する 縦横寸法、深さ、各施工状況 



第15章 定めなき事項 

        変更なきにつき省略 

 

 

 

 

 

（別記様式１） 

 

        変更なきにつき省略 

 


